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Abstract

The purpose of this study was to investigate the change in physical fitness of elementary

school children who participated in the long term sports classes using Ballschule program that has

received high evaluation in Germany, and to compare the physical fitness and exercise habits of

the children and that of those who had not participated in the classes.  In addition, the aim of this

study was to examine the effects of Ballschule program on the growth of child, and to obtain basic

data to make a physical fitness program for elementary school children.

First, a total of 47 children, the 2nd and 3rd grade, practiced in sports classes of Ballschule,

participated in a sports class held over the long term. There was the improvement with physical

fitness and balance in the total score of the physical fitness test. Next, In the comparison of a total

34 children of the 2nd, 10 children who had participated in sports classes of Ballschule and 24 of

children who had not, it is confirmed that the total coordination score of Post-test was higher

than that of Pre-test in the former children. As a result, it is suggested that the improvement of

the physical fitness was caused by the long-term Ballschule program. We could consider

Ballschule program as an effective training program, and furthermore we need to examine the

validity of Ballschule program as school education. This study elucidated the importance that we

should take unspecialized physical fitness program such as Ballschule for developing children. 

However, it is necessary that we demonstrate the effects of the Ballschule program by using

other factors of physical fitness besides ability of coordination that have been central in test

heads. And then, a program of Ballschule suitable for Japanese original social context must be

suggested and practiced so that Ballschule will be familiarized, applied and practiced in various

occasions.
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1．緒　言

現在の子どもの体力・運動能力は決して好ましいもの

ではない。西嶋（27）は文部科学省体力・運動能力調査報

告書の資料から子どもの体力の経年的推移を統計的に分

析した結果、体力低下は昭和60（1985）年以降継続的に

進行中であることを報告している。またその低下率は、

ほとんどのテスト項目で20年前から10年前に比べ、10

年前から現在のほうが高くなっていることも報告されて

いる（23）.さらに、身長や体重の大型化、脚長の伸び、体

脂肪率の増加など形態が大型化する一方、筋力や柔軟性、

調整力、持久力といった運動能力は低下の一途をたどっ

ており、体格の大型化に体力と運動能力が追随していな

い現状も報告されている（37）ことから、現在の子どもた

ちの体力・運動能力低下は深刻な問題と考えられる。

その原因を探求した研究はいくつもあり（14、29、30、31）、そ

の多くが遊びやスポーツ活動の時間、空間、仲間の減少
（2、36、38）をあげている。また、成長過程での十分な運動

技能の習得や向上の機会減少をあげているもの（12）もあ

り、Digel（3）は「昔の子どもは広場や空き地、路上とい

った戸外での自由な遊びの中で、自然と発育発達に必要

な運動能力を身に付けている」と論じていることから、

発育発達が盛んな幼児童期の正常な心身の発達に、十分

な遊びや運動が不足している状態で現代の子どもは成長

してきていると考えられている（10、26）。菅野（34）は、｢体力

向上の必要性が声高に論じられているのも関わらず、十

分に改善されておらず、かえって体力は年々低下傾向に

あり有効な方法を模索しているのが現状であろう｣と述

べており、このような体力低下が問題視されながらも十

分な改善がなされていない現状がうかがえる。これまで、

幼児童期の子どもを対象にした生活実態調査や体力づく

り活動など、子どもの実態や運動活動量を増やす取り組

みは、地域レベルでみられるものの（9、19、25、39）、それらの

結果をもとに子どもの体力向上に向けての実践を長期的

に実施した研究や報告、理論的な背景を持ちえた運動プ

ログラムの実践は多くない。

実践的な取り組みとして森（ 24）や奥谷（ 28）のものがあげ

られる。森や奥谷らは小学生に対しスポーツ教室を開催

し、文部科学省新体力テストを用いて児童の体力・運動

能力の変化について検討した。その結果、スポーツ教室

前後における有意な体力の向上及び児童の日常的な活動

性の有意な変化を報告し、スポーツ教室の開催が児童の

運動能力、運動意識を増加させる要因となりうることを

示唆した。しかしながら、森や奥谷らは、開催したスポ

ーツ教室が短期的なものであったこと、加えて、長期的

な観点でみるとスポーツ教室内で実施された運動プログ

ラムが、子どもの運動能力向上に十分な効果を与えたと

は言いきれないとの報告をしていることから、今後、期

間やプログラムを改善することで、より効果のある体力

向上方策の実践が可能と推察される。

そこで注目したい運動プログラムとしてBallschule（18）

がある。BallschuleはドイツのHeidelberg大学スポーツ

科学研究所が開発し、ドイツ国内はもとより、南アメリ

カやアフリカでも高い評価を受け、急速に普及し始めて

いるボール運動プログラムである。Ballschuleの特徴

は、サッカーやバレーボール、バスケットボール、テニ

スといった球技種目全体に共通する状況や能力を構造化

し、共通する能力を多様な条件下でプレイ、練習するこ

とにより、球技全般に要求される基礎能力の習得を目標

としていることである（18）.「昔の子どもたちは戸外で仲

間と遊んでいるうちに知らぬ間に様々な運動能力を身に

つけており、Ballschuleは、そのような自然な習得法に

できるだけ近い形で球技全体に共通する能力を子どもた

ちに習得させようとする指導法をとっている」（18）こと

から、Ballschuleは「遊び」に近い感覚で、且つ球技全

体に共通する運動能力の習得を目的としたボール運動プ

ログラムといえよう。また、ボール運動に対して

Griffin. L. Lら（7）はボール運動を系統別に分類した結果、

「分類したそれぞれの系統の中には戦術行動に関して似

通ったものがあり、学習の転移の可能性が存在する」と

述べ、石川（13）、藤田ら（6）は調整力の発達にとってボール

運動やゲームの効果を報告している。またMeinel. k（20）は

子どもの遊びについて、「子どもは遊び道具やスポーツ用

具をいくつも取り扱って、目と手の協調、抹消刺激と運

動行動の協調がたえず正確になり、さらに対象にうまく

適応するようになる」と述べ、勝部（17）は運動能力の発達

に、ガラヒュー（7）は運動スキルの発達に運動用具の使用

を影響要因として挙げていることから、Ballschuleのよ

うに用具、特にボールを使った運動プログラムは、子ど

もの運動能力発達により貢献すると考えられる。

そこで本研究では、より有効な体力向上運動プログラ

ムの実践にむけて、Ballschuleプログラムを取り入れた

ボールゲーム教室を長期にわたり開催し、児童の運動能

力の変化を検討する。加えてボールゲーム教室参加児童

と不参加児童の体力・運動能力の推移から、スポーツ教

室及びBallschuleプログラムが発育発達段階の児童に与

えた影響について考察し、今後の体力・運動能力向上方

策を実践する上での一資料を得ることを目的とする。

2．研究方法

2．1．Ballschuleを取り入れたボールゲーム教室開催

に伴う児童の運動能力変化の長期比較研究

2．1．1．実験目的

Ballschuleを取り入れたボールゲーム教室を長期に渡

り開催し、それに伴う子どもの運動能力変化を検討する。
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また、運動技能の習得や向上の程度は、幼児から児童期

にかけて習得する調整力の違いが強く関与していること
（1）、及びその調整力や運動協調性と繋がりの強い神経機

能は、12歳ごろまでに成人のほぼ90％まで発達するこ

と（35）、そしてBallschuleプログラムの学習要素に運動協

調性があげられていることから、本実験では、調整力や

運動協調性に着目した運動能力変化の検討を試みた。

2．1．2．被験者

被験者は、N大学公開講座子どものボールゲーム教室

「バルシューレ」（以下、バルシューレ教室とする）に参

加する小学校2年生（男子36名、女子11名）、3年生（男

子36名、女子11名）とした。このバルシューレ教室は

週2回実施コースと週1回実施コースに分けて開催され

ており、2年生で週2回実施コースの被験者を2年生週2

回群（以下2Ⅱ群）、3年生週2回実施コースの被験者を3

年生週2回群（以下3Ⅱ群）、2年生週1回実施コースの被

験者を2年生週1回群（以下2Ⅰ群）、3年生週1回実施コ

ースの被験者を3年生週1回群（以下3Ⅰ群）とした。各

コースの被験者数は表1のとおりであった。被験者には

実験をするにあたり研究の目的や方法、およびそれに伴

う危険性について説明し、実験に参加する同意を得た。

2．1．3．バルシューレ教室の開催期間および実施内容

（図1）

バルシューレ教室は、平成19年5月中旬から平成19年7

月下旬（前期）にかけて10週間、平成19年10月上旬か

ら平成19年12月中旬（後期）にかけて10週間、計20週

間実施した。2Ⅰ群及び3Ⅰ群は前期のみの実施、2Ⅱ群

及び3Ⅱ群は前期後期ともに実施した。1回の実施時間

は60分とし、内容は「子どものボールゲームバルシュ

ーレ」木村真知子著（18）に記載されているもののみとし、

1回の実施で4種類から5種類の内容を実施した。

2．1．4．測定項目

被験者には、Pre-test、Post-testとして前期（5月、7

月）、後期（10月、12月）それぞれに運動能力の測定を

実施し、その変化をみた。測定項目はKTK（5）テスト

（coordination能力）、反復横とび（敏捷性・調整力）、

重心動揺総軌跡長、重心動揺軌跡外周面積（身体平衡バ

ランス能）、筋電図の4項目とした。

（1）KTKテスト（図2）

KTKテストは、ドイツBallschuleでも実施されている

coordination能力（運動協調性、調整力）を測定するテ

ストで、Bridge、Hopping、Jump、Change woodsの4

つの測定項目が設定されている。各項目の測定方法は以

下の通りである。評価は総得点及び項目ごとの得点比較

で行った。

①Bridge 

長さ3600mm、高さ25mm、幅30mm、45mm、60mm

の3種類の棒上を後ろ向きに歩き、1歩1点とし、その歩

数から得点を算出した。試技は棒上で姿勢安定後、開始

させ、各棒3試技、計9試技行った。数え方は1歩目を0

点とし、2歩目を１点、3歩目を4点、9歩目を8点とし

た。1試技の最高得点は8 点で、それ以上歩いた場合、

もしくは8点未満で棒を歩ききった場合でも8点とした。

②Hopping

長さ600mm、高さ50mm、幅200mmのクッション材

の上を片足ジャンプで飛び越えさせ、どれくらい高くと

べるかをみた。左右両方の足で試技を行い。ジャンプは

片足を上げた状態から2、3歩助走させ、そのまま片足

ジャンプ、着地後は片足を上げたまま2歩以上ステップ

を踏まなければならないとした。ジャンプ時に体がクッ

ションに当たりクッションが落ちてしまった場合、ジャ

ンプを片足でできなかった場合は失敗とした。試技は1

枚から開始し、成功するたびに1枚ずつクッション材を

重ね、最高で12枚まで重ねた。一つの高さでの試技は3

度までとした。得点は一度目での成功で3点、2度目で

は2点、3度目では1点、4度目は0点とし、その総得点を

測定した。3度失敗すると試技中止となるが、失敗した
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図2 KTKテストの測定方法

Chage woods

Jump

Bridge Hopping

表1 スポーツ教室参加児童数

図1 子どものボールゲーム教室「バルシューレ」の開催期間



高さの1段前と2段前の合計得点が5点以上の場合は、次

の高さの試技を可能とした。逆に4点以下であれば試技

はそのまま終了させた。

③Jump

縦600mm横1000mmの長方形をつくり、その中央に

長さ600mm、高さ25mm、幅30mmの棒を置き、その長

方形内で棒、長方形の辺を踏まないように左右に両足ジ

ャンプを反復させた。1ジャンプ１点とし、15秒間での

最大努力運動下での得点を測定した。試技は2回行い得

点の高い記録を採用した。なお、棒、長方形の辺を踏ん

だジャンプは得点に加えないものとした。

④Change woods

1辺200mm、厚さ15mmの板の四隅に、直径、高さ共

に35mmの円柱を付けたもの（以下wood）を準備し、2つ

並べて置いた。まずどちらかのwoodの上に立ち、試技

開始でもう一つのwoodの上へ移動する（1点）。次に、

初め立っていたwoodを両手で持ち、進行方向に移動さ

せる（1点）。この動作を反復させ、20秒間最大努力運

動下での得点を測定した. 試技は2回行い得点の高い記

録を採用した。移動時に板から落ちた場合や片手で板を

移動させた場合の移動は得点に加えないものとした。

（2）反復横とび

測定方法は文部科学省｢新体力テスト｣（22）に準拠し測

定を実施した。1ｍ間隔で3本の線を引き、中央のライ

ン上を跨いで準備する。サイドラインを踏む、または越

えるまでサイドステップをし、中央ラインに戻る。ライ

ンを越えるごとに1点を加点し、20秒間実施する。試技

は2回実施し、反復回数の多い記録を採用した。

（3）重心動揺総軌跡長、重心動揺軌跡外周面積

重心動揺総軌跡長、重心動揺軌跡外周面積の測定には、

マットスキャン（重心動揺測定器;ニッタ社製）を使用し、

測定速度は20Hz、測定時間は姿勢安定時より30秒とし

た。測定肢位は開眼立位で2m眼前の目標物を注視し、

上肢は体側に置いた。測定後、重心動揺総軌跡長、重心

動揺軌跡外周面積を算出し比較した。

（4）筋電図測定

筋電図測定は5月（Pre）12月（Post）に実施した。筋電

図はEMG（表面筋電位計測システム：DKH社製）を用

い、両足ジャンプ時、チェストパス時の筋電図を測定し

た。被験者は両足ジャンプでは3Ⅱ群4名（内1人は前期

のみバルシューレ教室に参加した児童）とし、チェスト

パスでは3Ⅱ群2名とした。両足ジャンプはKTKの両足

ジャンプと同様のものを実施し、下腿部の筋活動の特徴

をとらえた。被験筋は大腿直筋、大腿二頭筋、前脛骨筋、

腓腹筋の4ヶ所とした。測定時間は5秒とし、試技回数

は2回とした。チェストパスは、被験者の2ｍ前方から

被験者の胸へとボールを投げたボールを、バスケットボ

ールのチェストパスの型でキャッチさせ、できるだけ早

く2ｍ前方へ返球させた。被験筋は上腕二頭筋、上腕三

頭筋、橈側手根屈筋、尺側手根伸筋の4箇所とした。1

試技で5回反復させ、上腕の筋活動の特徴をとらえた。

試技回数は2回とした。各筋電図の測定結果はパーソナ

ルコンピューター上でTRIAS（AD変換＆ビデオ総合計

測システム; DKH社製）を用い、全波整流、高域遮断周

波数50Hzでの平滑化を行い、両足ジャンプは測定開始

後5秒間の、チェストパスは反復回数5回の2試技平均

EMGの積分値（integrated EMG、以下iEMG）で筋活動

量を比較した。

2．1．5．画像分析

両足ジャンプを正面より、チェストパスを右側方より

ハイビジョンデジタルカメラ（HDR-HC3; sony社製、

40f/s）で撮影した。撮影されたビデオ映像のうち、比較

的顕著な変化があった被験者の映像を、windowsムービ

ーメーカー（Microsoft社製）でパーソナルコンピュータ

ーに取り込み、ファイル化したものを2次元・3次元ビ

デオ動作解析システムFrame-DIASⅡ（DKH社製）で動

作解析した。

2．1．6．日常的活動性の調査

バルシューレ教室参加児童の日常的活動性についての

参考資料を得るため、後期のバルシューレ教室終了前の

12月中旬に、週2回コース参加全児童を対象に、前期バ

ルシューレの結果及び先行研究（28）を参考にしつつ作成

した質問紙法の調査用紙を作成した。調査内容は1）安

全な遊び場の有無、2）遊ぶ友達の有無、3）1週間の外

遊び日数と時間、4）バルシューレ教室以外のクラブ・

スポーツ少年団への参加状況、4）夏休みと通学期の外

遊び時間、とした。回収率は86%であった。

2．1．7．統計処理

各群間の差を見るためにUnpaired t-test（対応のない

t検定）、各群内でのバルシューレ教室前後の差を見るた

めにPaired t-test（対応のあるt検定）を行った。また、

KTKテストの各測定項目、反復横とび、重心動揺総軌

跡長、重心動揺軌跡外周面積の測定結果の相関関係を、

PEASON係数を用いて検討した。なお、全ての有意水

準は危険率が5％未満とした。

2．2．Ballschule運動効果と発育発達についての基礎

研究

2．2．1．目的

バルシューレ教室参加児童と不参加児童の体力・運動
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能力の推移から、バルシューレ教室及びBallschuleプロ

グラムが発育発達段階の児童に与えた影響について考察

する。

2．2．2．被験者

被験者は、N大学附属小学校2年生34名（男子18名、

女子16名）とした。内、バルシューレ教室参加児童10

名をBS群、不参加児童24名をCr群とし、BS群にのみ週

2回8週間のバルシューレ教室を実施した。期間中両群

ともにスポーツ教室以外での運動は実施していた。被験

者には実験をするにあたり研究の目的や方法およびそれ

に伴う危険性について説明し、実験に参加する同意を得

た。被験者数は表2に示した通りである。

2．2．3．バルシューレ教室実施期間及び実施内容

バルシューレ教室は、平成19年10月上旬から平成19

年12月中旬にかけて週2回10週間、計17回実施した。1

回の実施時間は60分とし、内容は「子どものボールゲ

ームバルシューレ」木村真知子著（18）に記載されている

もののみとし、1回の実施は4種類から5種類の内容で構

成された。

2．2．4．測定項目

被験者には、10月、12月にPre-test、Post-testを実施

し運動能力の変化をみた。測定項目はKTK（5）テスト

（coordination能力）、反復横とび（敏捷性・調整力）、

重心動揺総軌跡長、重心動揺軌跡外周面積 （身体平衡

バランス能）の3項目とした。

（1）KTKテスト

KTKテストは、ドイツのBallschuleでも実施されてい

るcoordination能力（運動協調性、調整力）を測定する

テストで、Bridge、Hoppinng、Jump、Change woods

の4つの測定項目が設定されている。各項目の測定方法

及び評価は2．1．4と同様とした。

（2）反復横とび

測定方法は文部科学省｢新体力テスト｣（22）に準拠し測

定を実施した。1ｍ間隔で3本の線を引き、中央のライ

ン上を跨いで準備する。サイドラインを踏む、または越

えるまでサイドステップをし、中央ラインに戻る。ライ

ンを越えるごとに1点を加点し、20秒間実施する。試技

は2回実施し、反復回数の多い記録を採用した。

（3）重心動揺総軌跡長、重心動揺軌跡外周面積

重心動揺総軌跡長、重心動揺軌跡外周面積の測定には、

マットスキャン（重心動揺測定器; ニッタ社製）を使用

し、測定速度は20Hz、測定時間は姿勢安定時より30秒

とした。測定肢位は開眼立位で2m眼前の目標物を注視

し、上肢は体側に置いた。測定後、重心動揺総軌跡長、

重心動揺軌跡外周面積を算出し比較した。

2．2．5．統計処理

各群間の差を見るためにUnpaired t-test（対応のない

t検定）、各群内でのバルシューレ教室前後の差を見るた

めにPaired t-test（対応のあるt検定）を行った。なお、

全ての有意水準は5％未満とした。

3．結　果

3．1．Ballschuleを取り入れたボールゲーム教室開催

に伴う児童の運動能力変化の長期比較研究

Pre-test、Post-testにおけるKTKテスト、反復横と

び、重心移動総軌跡長、重心動揺外周面積の記録と標準

偏差は表3に示すとおりであった。

3．1．1．総合点

KTKテストと反復横とびの得点を足した総合点では、

3Ⅱ群2Ⅱ群では7月と10月の比較以外すべての測定月の

比較で有意な記録の向上がみられた。また、3Ⅰ群でも

有意な記録の向上はみられたが、2Ⅰ群では有意な記録

の向上がみられなかった（図3）。
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表2 標本数

表3 各測定項目における平均値と標準偏差（MEAN±S.D.）

図3 総得点の推移



3．1．2．KTKテスト

各項目の平均記録を各群内で比較したところ、3Ⅱ群

及び2Ⅱ群ではバルシューレ教室経過とともに、全項目

で有意に記録が向上する結果が得られた。特に、Bridge

narrow、Jump、Hopping、Change woodsで5月と12月

の記録の比較で高い有意差がみられた。また3Ⅰ群では

Jump、Hopping、Change woodsで有意な記録の向上を

示したが、2Ⅰ群では記録の向上傾向はみられたものの

有意なものではなかった。

3．1．3．反復横とび

3Ⅱ群及び2Ⅱ群ではバルシューレ教室経過とともに、

有意な記録の向上を示した。また3Ⅰ群でも有意な記録

の向上がみられたが、2Ⅰ群では有意な記録の向上はみ

られなかった。

3．1．4．重心移動総軌跡長、重心動揺軌跡外周面積

重心移動総軌跡長において、3Ⅱ群及び2Ⅱ群では延

長傾向がみられ、3Ⅱ群の5月と12月、7月と12月、10月

と12月の比較において有意な延長を示した（図4）。ま

た、3Ⅰ群及び2Ⅰ群では短縮傾向がみられたが有意な

ものではなかった。重心動揺軌跡外周面積において、全

群で縮小傾向がみられ、2Ⅱ群の10月と12月の比較で有

意な縮小を示した（図5）。図6は重心移動総軌跡長の延

長と重心動揺軌跡外周面積の短縮が顕著にみられた被験

者の重心動揺の結果である。

3．1．5．筋電図測定

Pre-test、Post-testにおけるJump及びチェストパス

時のiEMGと標準偏差は表4-1、4-2に示すとおりであっ

た。全被験者において全測定筋の筋活動に増加傾向がみ

られ、Jump時の右足大腿二頭筋、チェストパス時の両

橈側手根屈筋に有意な筋活動量の増加が示された。また、

Jumpにおいて、前期のみ参加児童に比べ、前後期参加

児童に、より高い筋活動の増加がみられた。図7-1に前

期のみ参加の被験者Oと、前後期参加児童で特に顕著な

変化のみられた被験者KのiEMGを示す。また図7-2に、

顕著な動作変化のみられた被験者Sの筋電図と、1回の

Jump動作のスティックピクチャーを示す。
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図4 重心動揺総軌跡長の推移

図5 重心動揺軌跡外周面積の推移

図6 顕著な変化のみられた被験者の重心動揺

表4-1 Jumpにおける平均iEMGと標準偏差（MEAN±S.D.）

表4-2 チェストパスにおける平均iEMGと標準偏差（MEAN±S.D.）

図7-1 前期のみ参加Oと前後期参加KのJump時のiEMG比較



3．1．6．日常的活動性の調査

調査結果から、本バルシューレ教室参加児童は1週間

の戸外遊び頻度、時間が少なく、夏休み中の戸外遊びも

少ないことが分かった。また、安全な遊び場がなく、ス

ポーツ活動にも従事していない子どもが多いことが分か

った。

3．1．7．相関関係

反復横とび、 Bridge narrow、 Jump、Hopping、

Change woods間に、それぞれ高い相関関係が得られた

（図8）。またJumpと重心動揺総軌跡長間、及びBridge

regularとChange woods間にも有意な相関関係がみられ

た。

3．2．Ballschule運動効果と発育発達についての基礎

研究

Pre-test、Post-testにおける全測定項目の得点と標準

偏差は表5に示すとおりであった。

3．2．1．総合点

KTKテストと反復横とびの得点を足した総合点では、

Pre-test、Post-test間で両群ともに有意な記録の向上を

示した。またPre-test時に比べPost-test時のBS群とCr

群に有意な記録の拡大がみられた（p<0.05からp<0.001

へ拡大）（図9）。

3．2．2．KTKテスト

各群内でPre-testとPost-testの各項目平均記録を比較

したところ、両群ともに記録の向上はみられたものの、

有意なものではなかった。しかし、各群間でPre-test、

Post-testそれぞれの各項目平均記録を比較したところ、

Bridge wide以外全ての項目で、Pre-test時に比べPost-

test時の BS群とCr群の記録差が広がり、特にJump

（p<0.05からp<0.001へ拡大）、Change woods（有意差

無しからp<0.01へ拡大）において有意な記録差の拡大

を示した（図10-1、10-2）。
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図7-2 顕著な変化のみられた被験者Sの筋電図とスティックピクチャー

図8 高い相関関係がみられた測定項目

表5 各測定項目における平均値と標準偏差（MEAN±S.D.）

図9 総合点の比較

図10-1 両群間の得点差が有意に拡大した測定項目

図10-2 両群間の得点差が有意に拡大した測定項目



3．2．3．反復横とび

各群内でPre-testとPost-testの平均記録を比較したと

ころ、BS群においてp<0.01、Cr群においてp<0.05の有

意な記録の向上を示した。また、各群間でPre-test、

Post-testそれぞれの平均記録の比較では、Pre-test時に

比べPost-test時のBS群とCr群の記録差が有意に拡大し

ていた（p<0.01からp<0.001へ拡大）（図11）。

3．2．4．重心移動総軌跡長、重心動揺軌跡外周面積

各群内でPre-testとPost-testの平均値を比較したとこ

ろ、重心移動総軌跡長において、BS群にのみ軌跡長の

短縮がみられたが有意なものではなかった。またCr群

は軌跡長が延長していた。また、各群間でPre-test、

Post-testそれぞれの平均記録を比較したところ、Pre-

test時に比べPost-test時のBS群とCr群の記録差が拡大

していた（有意差無しからp<0.05へ拡大）（図12-1）。重

心動揺軌跡外周面積において、BS群で有意な面積の縮

小（p<0.05）を示したが、Cr群に大きな変化はみられ

なかった（図12-2）。

4．考　察

現在、子どもの体力低下は深刻な問題となっており、

その直接的な原因として、室内遊びの増加による外遊び

やスポーツ活動時間の減少（36）が指摘されている。また、

空き地・生活道路などの手軽な遊び場の減少や子どもの

生活習慣の乱れ（38）も指摘されていることから、子ども

が屋外で安全に遊べる環境の整備や、遊ぶ機会を増やす

取り組みが今後の重要な課題と考えられる。森（24）や奥

谷（28）はその実践的な取り組みとして、小学生児童に対

しスポーツ教室を開催することで、児童が運動やスポー

ツを行う機会を増大させた。その結果、スポーツ教室前

後における児童の体力、及び児童の活動性に有意な変化

がみられ、スポーツ教室の開催が児童の運動能力、運動

意識を増加させる要因となりうることを示唆した。しか

しながら、森や奥谷らは、開催したスポーツ教室が短期

的なものであったこと、加えて、長期的な観点でみると、

スポーツ教室内で実施された運動プログラムが、子ども

の運動能力向上に十分な効果を与えたとは言いきれない

との報告をしており、期間やプログラムを改善すること

で、今後より効果のある体力向上プログラムの実践が可

能と推察される。

そこで本研究では、より有効な体力向上運動プログラ

ムの実践にむけて、ドイツで高い評価を受けている

Ballschuleプログラムを取り入れたボールゲーム教室を

長期にわたり開催し、児童の運動能力の変化を検討した。

加えてボールゲーム教室参加児童と不参加児童の体力・

運動能力の推移から、ボールゲーム教室及びBallschule

プログラムが発育発達段階の児童に与える影響について

考察し、今後の体力・運動能力向上方策を実践する上で

の一資料を得ることを目的とした。

まずBallschuleプログラムを取り入れたバルシューレ

教室実施にともなう児童の運動能力変化では、運動能力

テストの総得点から、全群にバルシューレ教室開催前後

の運動能力に有意な向上、もしくは向上傾向がみられた。

特に、3年生で高い向上がみられた。これは、宮下ら（21）

は運動発達に応じたプログラムの重要性を述べているこ

とから、バルシューレ教室で実施されたBallschuleプロ

グラムの難易度が3年生の運動技能に適していたためと

考えられる。しかしながら、｢Ballschuleプログラムは

子どもたちの能力に合わせてバリエーションはさまざま

に展開される（18）｣ため、より参加児童の運動能力に合

わせた内容にアレンジをし、実施することで他の学年の

子どもにも高い効果を得ることが可能と思われる。測定

項目別に得点をみると、3Ⅱ群及び 2Ⅱ群において

Bridge narrow、Jump、Hopping、反復横とびで特に有

意な記録の向上がみられた。これは、反復横とびが調整

力の一指標としてあること、また4項目それぞれに高い
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図11 反復横とびの得点比較

図12-1 重心動揺総軌跡長における記録の推移

図12-2 重心動揺総軌跡外周面積における記録の推移



相関関係がみられたことから、Ballschuleプログラムの

実践を通して、参加児童の調整力が向上し、これらの記

録の向上に繋がったのではないかと考えられる。また、

週2回コース参加児童の5月から12月の運動能力の変化

をみると、バルシューレ教室が実施されていない7月か

ら10月にかけて、運動能力の向上が停滞もしくは低下

する傾向がみられた。日常的活動性の調査結果から、本

バルシューレ教室参加児童は、夏休み中の戸外遊び時間

が少ない子どもが多く、Ballschule以外のスポーツ活動

への参加率も高くないことから、金築ら（16）と同様に、

本バルシューレ教室参加児童においても日常の身体活動

時間が減少している現状が示された。蒲（14）は「運動能

力はからだを動かさなければ発達しない」と述べている

ことから、今後、日常での身体活動時間を増やし、子ど

もの体力・運動能力の向上を図るためにも、ますますス

ポーツ教室など身体を動かす機会や場の必要性が考えら

れる。

次に、身体平衡能の測定では、バルシューレ教室の実

施に伴い、重心動揺総軌跡長に有意な延長または延長傾

向がみられ、重心動揺外周面積に有意な縮小または縮小

傾向がみられた。新宅ら（33）は「動的な運動能力に優れ

た子ども達が、静的な立位姿勢保持能力が高い」と報告

しており、運動能力の向上とともに、重心動揺総軌跡長、

重心動揺外周面積は共に短縮すると考えられるが、本研

究では異なる結果となった。運動を習慣的に実践する子

どもが多くなれば体力運動能力は必ず向上する（20）とい

う報告があることから、この原因として、本バルシュー

レ教室の開催機会、開催時間の少なさが考えられる。し

たがって、今回のバルシューレ教室を通して本教室参加

児童の静的立位時の身体平衡能は、安定した身体平衡を

保持できず動揺する状態から、身体動揺を減少させ、平

衡を保持しようとする状態まで発達したと考えられる。

しかし、運動時間が十分ではなかったため、安定した平

衡を保持できる状態まで身体平衡能は発達しなかったと

推察される。

筋電図測定では、同動作での筋活動量が増大し、動作

の円滑化がみられた。またチェストパス時の両橈側手根

屈筋に有意な筋活動量の増加がみられたことから、スナ

ップ動作が巧みになったと考えられる。Edington（4）は

「最大下努力での筋の収縮により、筋の放電量の増大が

生じる」と報告しており、動作が円滑になったことで、

筋の張力を維持するために多くの筋線維の関与が必要と

なり、運動単位の活動参加や放電頻度の増大が起こった

ため同動作での筋活動量が増大したと考えられる。また

前期のみバルシューレ教室に参加した児童と前後期参加

児童のiEMGを比較すると、筋活動量の変化量に違いが

みられこと、「調整力は協応性ともいい、各種の異なっ

た動きを総合して目的とする特別な動きを精確に、円滑

に、効率よく遂行する能力のこと」（32）から、ボール運

動を中心とした長期的なBallschuleプログラム実施が、

子どもの動作発達を促し、より円滑な投動作や俊敏な動

作を可能にしたと推察されるため、発育発達段階の子ど

もに対しての継続的な運動実践は有効であると考えられ

る。

また、バルシューレ教室参加児童と不参加児童の運動

能力比較では、BS群とCr群の運動能力テストの総得点

において、Pre-test、Post-test間での各群それぞれに有

意な記録の向上がみられた。これは発育発達の影響によ

るものと考えられる。しかしPre-testに比べPost-test時

の両群総得点差が有意に拡大したことから、Ballschule

プログラムが、発育発達段階の児童の身体に好影響を与

え、発育発達に伴う自然な運動能力の向上に加え、更な

る運動能力の向上を促した可能性が考えられる。

Ballschuleプログラムについて、これまでの運動実践

で行われていた運動プログラム（9、19、25、39）と比較すると、

既存の運動プログラムは、投げる、蹴る、走るなど、あ

る一つ運動技能に特化したものが多かったように思う。

これは種目別のボールゲーム指導書が数多く出版されて

いることからも伺える。加えて、近年広がりをみせてい

るキッズプロジェクトなども、サッカーやテニスなど種

目に特化したものが多く、種目の垣根を越えられていな

いのが現状であろう。一方Ballschuleプログラムは、種

目横断的な運動要素を身につける、種目に特化されない

一般的な運動要素の学習を基礎理論の一つとしており、

学年進行とともに、球技種目全体を包括する学習から、

球技種目群に分かれた学習を経て、球技種目ごとの専門

的な学習へと進む、段階的な学習構造も持ち合わせてい

る。木村（18）は「運動能力の早期専門化は調和的な発達

を保障することができず、バーンアウトやドロップアウ

トにつながる危険性が大きい」と述べていることから、

Ballschuleで学習要素とされている、位置取りや隙間を

見つけるなど、種目に特化されない運動能力の獲得を目

指した運動プログラムの重要性は指摘できよう。加えて、

感覚・運動神経及び中枢神経などヒトの神経機能は、

12歳ごろまでに成人のほぼ90％まで発達する（35）と考え

られており、神経機能と関わりの強い調整力について金

原（15）は、｢行動体力の要因としての調整力は運動技能

と関連づけると、各運動技術の学習能力として位置づけ

られる。したがって、調整力に優れた人ほど、同じよう

な練習をしてもその技術の習得が早く、また、高度な水

準にまで高めることができる｣と述べていることから、

幼児童期にBallschuleのようにcoordination能力の向上

を一目的とした運動プログラムを実施することは大変意

味のあることと考えられる。さらに広橋ら（11）は、「調

整力について学習指導要領でも取り上げられているがそ

れでは不十分である」と述べており、学校カリキュラム
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の中の運動環境を整えることも急務（37）とされているこ

とからも、子どもが一日の大半を過ごす学校において、

優良な運動プログラムが実践されることが望まれる。

Ballschuleは、1人の指導者が16人の子どもを指導する

少人数制、1プログラム10分から15分のショートプログ

ラム、場所はボール拾いなどの時間削減が可能な体育館

での実施という特徴をもっているため、1クラス30人か

ら40人で構成される日本の学校での実施は、やや困難

にとらえられるかもしれない。しかしながら、場やプロ

グラムの工夫、及びTeam Teachingの実施などでそれは

改善でき得ることであり、学校現場での実施も可能と考

えられる。また、「バルシューレは系統的に並べてはじ

めて意味を獲得するゲームではなくて、それぞれ独立し

たゲームから成り立っている」（18）ことから、柔軟なプ

ログラムの組み合わせ、もしくは単独での実施が可能で

あり、簡易的なプログラムも多数あることから、授業時

間数が限られている学校教育の中にも取り入れやすい内

容と言える。したがって、Ballschuleが、学校教育とう

まく組み合わさることで、今後子どもの体力・運動能力

向上の有効な方策となり得る可能性は否定できない。

本研究により、長期的なバルシューレ教室開催が児童

の運動能力向上に好影響をあたえること、及び

Ballschuleプログラムが発育発達段階の子どもの運動能

力向上をより促す可能性が示唆されるとともに、

Ballschuleプログラムの優位性や、学校教育とのかかわ

りについての考察がなされた。しかしながら本研究では、

測定項目が調整力や運動協調性中心であったことから、

全身持久力や柔軟性、スピードといった他の体力要素か

らその効果を述べることができなかった。また、現時点

では教育現場での実践例がないため、今後Ballschuleプ

ログラムの効果について、他の体力要素からの考察を加

え、Ballschuleプログラムの運動効果をさらに明らかに

するとともに、教育現場での実践、及びBallschuleプロ

グラムの普及に向け、日本独自の社会的背景に根ざした

Ballschuleプログラムの提案と実践が必要と考えられ

る。

5．摘　要

本研究は、より有効な体力向上運動プログラムの実践

にむけて、ドイツで高い評価を受けているBallschuleプ

ログラムを取り入れたバルシューレ教室を長期にわたり

開催し、児童の運動能力の変化を検討すること。加えて

バルシューレ教室参加児童と不参加児童の体力・運動能

力の推移から、バルシューレ教室及びBallschuleプログ

ラムが発育発達段階の児童に与えた影響について考察

し、今後の体力・運動能力向上方策を実践する上での一

資料を得ることを目的とした。

その結果は以下のようにまとめることができる。

1） バルシューレ教室開催にともない参加児童の運

動能力に有意な向上もしくは向上傾向がみられ

た。特に、3年生で高い向上を示した。また、反

復横とび、Bridge narrow、Jump、Hoppingそれ

ぞれの間に、高い相関関係がみられたことから、

Ballschuleプログラムを用いたボールゲーム教室

実施で参加児童の調整力が高まったと推察され

た。

2） 身体平衡能の測定で、重心動揺総軌跡長に有意

な延長または延長傾向がみられた一方、重心動

揺外周面積に有意な縮小または縮小傾向がみら

れた。これは被験者の運動能力が発達過程にあ

ると考えられるため、今後継続して運動してい

くことで、重心動揺総軌跡長も短縮し、より身

体平衡能を高めることができると考えられた。

3） 筋電図測定では、バルシューレ教室前後で、同

動作での筋活動量が増大し、動作の円滑化がみ

られた。また前期のみスポーツ教室に参加した

児童と前後期参加児童のiEMGを比較すると、筋

活動量の変化に違いがみられたことから、ボー

ル運動を中心としたBallschuleプログラムの継続

的実施が子どもの動作発達に好影響を与えた可

能性が考えられた。

4） バルシューレ教室参加児童と不参加児童の運動

能力比較において、10月に比べ12月時の運動能

力テストで、両群の総得点差に拡大傾向みられ

たことから、Ballschuleプログラムが、発育発達

段階の児童の身体に好影響を与え、発育発達に

伴う自然な運動能力の向上に加え、更なる運動

能力の発達を促した可能性が示唆された。

5） 発育発達段階の子どもに対して、Ballschuleプ

ログラムのような種目に特化されない運動能力

の獲得を目指した運動プログラムの実践は大変

意味のあることであり、子どもが一日の大半を

過ごす学校においての実践も必要と考えられた。

特にBallschuleは柔軟なプログラムの組み合わ

せ、もしくは単独での実施が可能であり、簡易

的なプログラムも多数あることから、授業時間

数が限られている学校教育の中にも取り入れや

すい内容と言え、うまく学校教育と組み合わせ

ることで、今後子どもの体力・運動能力向上の

有効な方策となり得る可能性が考えられた。

今後Ballschuleプログラムの効果について、他の体力

要素からの考察を加え、Ballschuleプログラムの運動効

果をさらに明らかにするとともに、教育現場での実践、
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及びBallschuleの普及に向け、日本独自の社会的背景に

根ざしたBallschuleプログラムの提案と実践が必要と考

えられる。
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